
令和７年度「熊本県知的障がい者相談員研修会」実施概要 

【実施概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日時・場所 令和７年１２月１５日（月） 熊本県庁 防災センター３０６・３０７会議室 

２ 内容 

（１）演題「共同生活援助（グループホーム）の現状と今後」 

〜意思決定支援を基盤としたQOL向上のための支援を考える〜 

講師 社会福祉法人 菊愛会 地域生活支援事業所イズム・あおぞら 

         管理者  緒方 隆 様 

（２）体験発表  発表者：若松 真由美 様（熊本市） 

（３）行政説明：演題「障害者虐待防止法と障害者差別解消法について」 

        講師：熊本県 健康福祉部 子ども・障がい福祉局 

               障がい者支援課 企画共生班 広域専門相談員 髙橋 次郎様 

３ 参加者 総数（３７人） 

 〇相談員・生活協力員・行政関係者（３１人） 

  内訳：知的障がい者相談員・生活協力員（２６人）、地域振興局・市町村関係者（５人） 

 〇講師・障がい者支援課、事務局（６人） 

講演（緒方講師） 

体験発表（若松相談員） 行政説明（高橋相談員） 

会場風景 会場風景 

開会挨拶（西会長） 熊本県挨拶（江口審議員） 



【アンケート集計】 ＜アンケート回収＞（２４名／出席３１名） 

 ・所 属  相談員（２）、生活協力員（４）、行政（４）、その他・未記入（１４） 

 

１ 研修について 

（１）開催時期 

   ①今の時期でよい（１２） ②１０～１１月（８）、その他（４） 

 

（２）会場 

   ①今の会場でよい（２１） ②他の会場（熊本城ホール(1)、県庁本館(1)）、未記入（１） 

 

（３）研修内容 

   ①ニーズにあっていた（２２） ②未回答（２） 

 

（４）特に印象に残った研修 

＜「共同生活援助（グループホーム）の現状と今後」 

〜意思決定支援を基盤としたQOL向上のための支援を考える〜＞ 

・現在、子どもをグループホームに入れている親から見て、支援される人々（施設側）の取り込む姿

勢が良かった。 

・グループホームに入ったら安心という考え方が周囲でも聞かれるが、本人の望む生活やサポートが

できるか？という視点を多くの方に伝えていきたいと思った。 

・軽度の利用者の方と言うことであったが、外出場所を自ら考えられた内容に応えられ、安定した暮

らしぶりが参考になりました。 

・個々の支援は事業者にとって、とても大変（時間、人）だと思われるが、菊愛会の取り組みのすば

らしさを感じた。地域移行（施設→ＧＨ）は親にとっては、不安で反対は無かったのかなと思った。 

・知的障がいを持った方々が自分らしく生活できるように、意思決定を支援できるような社会の在り

方が今後必要になるのだと、あらためて実感しました。                など 

 

＜体験発表＞ 

・事例とその対応が参考になった。 

・地道な活動を続けていらっしゃるので、これからも頑張って欲しいです。 

・悩んでおられる方の事例は学ぶことがありました。                  など 

 

＜障害者虐待防止法と障害者差別解消法について＞ 

・自分では、そんなつもりは全くなかったのですが、無意識に虐待をしていたのかもと思うことがい

くつかあてはまっていたので、反省しました。 

・合理的配慮の際の対話についての話が勉強になりました。 

・施設だけ、社会だけでなく、親も反省・考えさせられました。             など 

 

（５）研修を受けての感想 

・今月の「手をつなぐ」でもＧＨの事が取り上げられていて、緒方さんのお話は大変勉強になりまし

た。住みたい所で住みたい人達と暮らす生活を自分の子供にもさせたいと思います。 

・相談員の方の「どのような支援に困られているのか、どのように対応されているのか。」の話を聞く

ことができて良かったです。 

・困難ケースの対応が必要な時に、行政がどのように関わっていくのか、勉強していかなければいけ

ないと感じました。 



・相談員の活動について、当事者として相談できる人がいることは、必要だと思います。しかし、相

談支援専門員に相談されることが多いと感じます。 

・知的障がいの人達を支援できる地域社会の構築には、行政の協力が不可欠だと思うので、事業所や

地域の方々、障がいを持った方々、その家族等の意見を取り入れながら、誰でも住みやすいまちづ

くりを目指したいと思います。                           など 

 

（６）今後研修したい内容 

・兄弟（児）が集まって思いを打ち明けられる場所などがあれば、教えて欲しいです。 

・軽度の利用者は、意思決定支援も進めやすいのですが、重度の方への支援の仕方、事例の研修会も

必要ではと思った。 

・成年後見制度の研修も良いと思います。 

・知的障がい者の検診の方法や医療機関の利用の仕方について。             など 

 

２ 知的障がい者相談員、生活協力員の活動について 

（１）最近1年間で受けた相談件数（相談員・生活協力員のみ） 

   ０件（未記入を含む）（１７）、１～５件（２）、６～１０件（４）、１１件以上（１） 

 

（２）日頃の活動状況 

・相談はほとんどないので、育成会の行事、活動状況報告や広報誌の発行で啓発活動をしている。 

地元の育成会活動を通じて会員、他への広報等 

・電話はほとんど受けていません。（１件でした。） 

・ほとんど、知り合いの方からの相談が多い。                     など 

 

（３）行政と相談員等の連携 

・３か月に一度の報告書の提出 

・行政とはほとんど（連携が）ない。 

・連携できていると思う。相談者からの申し出を相談員に伝えてくれて相談している。   など 

 

（４）相談員・協力員が活動する上での課題 

・固定電話での相談は殆どありません。他の方法はないのか？ 

・仕事の両立 

・電話番号と名前が、福祉の冊子に載せてもらっているが、本人・保護者が電話をかけるのはとても

勇気のいることだと思います。（変な電話もあり怖い時があります。）大切な活動だと思います。 

・夜の長電話は困ります。 

・活動している事の広報不足                             など 

 

３ その他 

・相談員が居ることを行政紙等で周知して欲しい。 

・何もしていないと言われる方も何人かいらっしゃいましたが、存在していることが大切だと思いま

す。 

・この研修も毎年参加していますが、年々参加者が減っているように感じておりますが、今後どのよ

うにされていくのか考えていく時期なのでは？と思います。 

・相談員（参加者）がいろいろ発言出来て良かった。                  など 


